
藤田氏は▽薬局設備面▽業務内

容▽薬局の雰囲気・環境――の三

つの側面から、学生が実習に行き

たくない薬局を調査。2005年５月

に、同学３年生200人に対して行

った。

薬局設備面で最も多かったの

は、ＩＴや機器関係に関するもの

だった。機械設備の老朽化や必要

な設備、コンピューターがないこ

となど、ＩＴ化の遅れを指摘する意見が目立

っている。「設備があるのに薬剤師が使いこ

なせていない」もあった。このほか設備面で

多かったのは「服薬指導時に患者プライバシ

ーが保護されていない」「患者さんの居心地

が悪そう」「待合室に飲み物や本・パンフレ

ットがない」と、患者満足度を心配する意見

もあった。

複数意見ではないものの「駐車場がない」

「狭くて休憩室や荷物置き場がない」「クーラ

ーや暖房がない」「看板がない」「トイレがな

い」「臭い」など、基本的な施設・設備面の

不備を指摘する意見も並んだ。

業務内容に関する不満は最も多く、特に調

剤や鑑査業務、情報提供に対して学生の目か

らも「おざなりで不十分」と映る場合が多い

ようだ。処方せん取り扱い枚数が少ない、あ

るいはＯＴＣが主体のため、十分な調剤業務

を実習できないとする不満も多かっ

た。逆に、処方せん調剤のみでＯＴ

Ｃ販売を実習できないことを不満と

する声もあった。

そのほか「麻薬管理をしていない」

「在宅医療をしていない」と、業務

の偏りを指摘する声も上がった。

調剤業務以外で多かったのは、薬剤師の質

に関する不満で、「薬剤師一人ひとりのスキ

ルアップや研修がなされていない」など、厳

しい意見がみられた。さらに「薬剤師の態度

が高圧的」「薬剤師に話しかけにくい」など、

思うようにコミュニケーションが取れないと

する意見が続いた。

実習方法に関しては、「実技が少なく見学

のみ」「薬局業務と全く関係ないことをさせ

られる」とする不満もあった。

雰囲気・環境に関する不満では、「店内の

雰囲気や薬剤師が暗い」「清掃が行き届いて

いない」の二つに集約される。

アンケート結果を受けて藤田氏は「受け入

れ薬局側からすれば、薬局業務も知らない学

生の生意気な意見に聞こえるかもしれない

が、これは学生の声であると同時に患者の声

でもある。受け入れ薬局の機能や質の差によ

って、学生実習に差が出てしまうことのない

ように、薬局側はこうした意見を謙虚に受け

止める必要があるのでは」と結んでいる。
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薬学教育６年制のスタートに伴い、長期実務実習が必修化される。大学をはじ

めとする関係団体は現在、受け入れ施設の確保に全力を挙げているが、学生の立

場では、どのような薬局に行くことを望むのだろうか。北海道薬科大学で実務者

として講義する藤田幸恵氏（ワタキューフジタ薬局）は、学生が実習に行きたく

ないと思う薬局について調査した。調査結果からは学生が実習を敬遠する薬局と

して、▽ＩＴ機器の不備▽調剤専門など業務の偏り▽暗く・話しかけにくい雰囲

気――が浮かび上がった。

薬学部に今年度在籍している学生数は４

万9666人で、全大学生250万人の約２％に

当たることが、文部科学省の「学校基本調

査速報」で分かった。この調査では今年3

月に薬学部を卒業した9071人の進路も調べ

ており、約３割が大学院等へ進学したこと

も明らかになった。

薬学部学生の内訳をみると、▽男女別で

は男性が２万2278人、女性が２万7388人▽

学年別では、１年次が１万3588人、２年次

が１万3392人、３年次が１万1976人、４年

次が１万0710人――であった。

全大学生に占める薬学生の割合は、全体

では1.98％だが、女性の場合は2.71％に達

する。また年次別の学生数では、学年が低

いほど学生数が多い傾向にある。１年生

と４年生では3000人近い開きが見られ、

近年の急速な薬学部新設を物語ってい

る。

一方、今年の卒業生は男性が3514人、

女性が5557人であった。主な進路は、▽

就職5048人（男1504人、女3544人）▽大

学院等への進学2660人（男1435人、女

1225人）――である。

薬学生は約５万人
文科省調査

３割が大学院へ進学

「暗い雰囲気」「ＩＴの不備」
「調剤専門」などを敬遠
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